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研究成果の概要（和文）：本研究は在日中国人女性留学生の性の健康維持・増進をもたらす看護支援方法を開発
することであった。在日中国人女性留学生の性の健康についての実態調査、および文献検討等を行い、看護支援
方法を検討した。結果、具体的な目標を設定した「在日中国人女性留学生のための婦人科受診行動支援プログラ
ム」を作成した。目標は1）女性の身体の特徴について正しく知る、2）診療科「婦人科」の特徴を知る、3）婦
人科に受診した方がよい症状等について理解する、4）婦人科受診方法について理解する、であった。プログラ
ムで使用する教材も制作した。在日中国人女性留学生を対象にプログラムを検証した結果、目標を達成できる有
効性が確認できた。

研究成果の概要（英文）：Regarding such health, we performed an investigation, conducted a literature
 review, and discussed methods of nursing support. Consequently, we developed a “Gynecologic 
Consultation Support Program for Chinese Female Students in Japan” aimed at achieving specific 
goals. These goals were to: 1) obtain accurate knowledge concerning the characteristics of women’s 
bodies, 2) learn about the characteristics of gynecologic departments, 3) understand symptoms that 
ideally necessitate a gynecologic consultation, and 4) understand how to receive gynecologic 
consultation. We also developed program materials. As a result of conducting a survey of the 
program, involving Chinese female students in Japan, it was proven to help them achieve their goals.

研究分野： 看護学・生涯発達看護学
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１． 研究開始当初の背景 
戦後のわが国の留学生受入れ政策は、昭和

58（1983）年の『21 世紀への留学生政策に
関する提言』（文部省）の提言を受け、「留学
生 10 万人計画」と呼ばれるものから始まっ
ている。当時のわが国への留学生数は約
8,000 人であったが、わが国の経済成長、中
国の改革開放政策等の効果で年々留学生が
増加し、平成 20 年には留学生数は 123，829
人となっている。平成 20 年には、優秀な人
材の獲得等の観点から、「留学生 30万人計画」
の骨子が策定された（寺倉憲一;2009,黒田千
晴;2011)。平成 18 年留学生数 117,927 人の
内訳は、中国 74,292 人で構成比の 63.0％を
占めている。留学生の男女別の構成比は女性
49.3％とほぼ同割合である（日本学生支援機
構;2006）。しかし留学生の支援体制は十分と
は言い難く、「経済」「健康」「言語」「生活」
「修学」「人間関係」といった問題に遭遇し
ている（伊藤;1998,井上;2001）。陳ら（2008）
は、在日中国人留学生の 68.3％が、自分の健
康問題についてストレスを経験しており、ソ
ーシャルサポートが重要な役割を果たすと
報告している。 
中国人留学生を対象とした研究は、保健行

動やソーシャルサポートに関する調査が散
見される（馬;2007,森;2007,久米ら;2010）。
しかし、中国人女性留学生のセクシュアル／
リ プ ロ ダ ク テ ィ ブ ヘ ル ス （ sexual 
reproductive health：性と生殖の健康）に関
しては、妊娠、出産、育児についての研究
（GuYan-Hong;2004）が見られるにとどま
っている。また施策も中国語版母子健康手帳
の作成・交付等の母子保健が中心である。セ
クシュアル／リプロダクティブヘルスの基
本的要素である女性自らの妊孕性の調節や
安全な性、検査・健診のための婦人科受診に
関する研究は見あたらない。研究者らは、招
聘を受け 2009 年、2010 年に中国山西省を訪
問したが、中国ではわが国以上にセクシュア
ル／リプロダクティブヘルス教育がまだ十
分ではなく、都市部と農村部では保健医療に
地域差があるなど、わが国に留学する中国人
女性の多くが性の健康保持に関する知識や
スキルを身につけずに来日していると推測
する。中国人女性留学生の中には学業修了後
もわが国で就職し生活し続ける人もいるた
め、彼女たちへのセクシュアル／リプロダク
ティブヘルスは、留学中は無論のこと、その
後も、わが国の医療費に直接的に影響を与え
る。よって、彼女たちへのセクシュアル／リ
プロダクティブヘルス教育の取り組みが必
要である。在日中国人女性留学生のセクシュ
アル／リプロダクティブヘルスが向上すれ
ば彼女たちの留学生活の向上につながり、わ
が国の医療費負担が軽減する。さらにグロー
バル社会において、日本の保健医療イメージ
のアップが図れ、また中国帰国後のピア効果
にも期待できる。 
 

２．研究の目的 
本研究はヘルスプロモーション理論を用

い、ヘルスプロモーションの概念の Advocate 
（支援する）こと、Enable（力を与える）こ
と、 Mediate（調整する）ことを活用し、在
日中国人女性留学生の性の健康維持・増進を
もたらす看護支援方法を開発することであ
った。 

 
３．研究の方法 
(1)在日中国人女性留学生の性の健康につい
ての知識・意識・価値観・保健行動・要望の
実態把握 
①対象：国立・公立・私立の大学院・大学・
短期大学・高等専門学校・専修学校・日本の
大学に入学するための準備教育課程を設置
する教育施設（以下、日本語学校）に在籍し
ている在日中国人女性留学生 
②調査方法：無記名自記式質問紙調査（郵送
法または留置法にて回収）と半構成的面接調
査 
③調査内容：基本属性、リプロダクティブヘ
ルスに関する知識・行動、WHOQOL26 等 
④データ収集期間：2012 年 7 月～2013 年 5
月 
⑤解析方法：統計的解析には SPSS 16.0J for 
Windows を使用し、有意水準を 5％とした。
半構成的面接調査の内容は質的帰納的分析
を行った。 
⑥梅花女子大学研究倫理審査委員会の審査
を受け承認を得た（承認番号：0010-0025）。 
 
(2)看護支援方法の検討 
①上記の実態調査結果の分析 
②文献検討 
③アメリカの都市部を視察し、留学生や在留
外国人に対する Women's Health Care（含：
周産期看護）の現状と課題の検討 
①～③を整理・分析し、研究者間で看護支

援方法を検討した。結果、中国人女性留学生
が婦人科受診行動をとりやすくするための
支援プログラムを作成することとした。 
 
(3)在日中国人女性留学生のための婦人科受
診行動支援プログラムの作成 
中国人女性留学生が婦人科受診行動をと

りやすくするための支援プログラムで用い
るための教材視聴覚教材（DVD）とリーフレ
ットを制作した。 
 
(4)教育機関等へ制作教材の提供 
国際交流センター、国際教育センター等を

有する全国の大学・日本語学校や中国人留学
生を支援する施設等に制作した教材視聴覚
教材（DVD）とリーフレットを送付した。 

 
(5)在日中国人女性留学生のための婦人科受
診行動支援プログラムの有効性の検証 
①対象：国立・公立・私立の大学院・大学・
日本語学校に在籍し、研究者らが作成したプ



ログラムを受講した中国人女性留学生 
②調査方法：フォーカスグループ・インタビ
ュー法 
③調査内容：受講した婦人科受診行動支援プ
ログラムの良かった点、改善点、リプロダク
ティブヘルスニーズ等 
④データ収集期間：2015 年 4 月～2015 年 10
月 
⑤解析方法：インタビュー内容は質的帰納的
分析を行った。 
⑥梅花女子大学研究倫理審査委員会の審査
を受け承認を得た（承認番号：0010-0065）。 
 
４．研究成果 
(1) 在日中国人女性留学生の性の健康につい
ての知識・意識・価値観・保健行動・要望の
実態調査の結果 
近畿地区に所在する大学院・大学・日本語

学校に在籍している中国人女性留学生229名
に無記名自記式質問紙を配布し、回収できた
153 名（回収率 66.8％）を分析対象とした。 
①対象の属性 
年齢は平均 22.8±3.3歳、中国における最終

学歴を図 1 に示す。 

図 1 中国における最終学歴  n=153 
 
日本における在籍教育機関は、大学院・大

学 41.8％、日本語学校 58.2％であった。在
日期間は平均 16.1±17.3ヶ月、婚姻状態は未
婚 95.4％、既婚 4.6％、出産経験者は、1.3％
であった。中国で性教育を受けたと回答した
女性は 104 名（68.0％）いたが、教育を受け
た時期は、中学校 77.9％、高等学校 29.8％、
専門学校・短期大学 1.9％、大学 7.7％（複数
回答）であった。 

 
複数回答 n=94 

 

 
 

図 2 日本語の不自由 

日本語に不自由を感じている女性の割合
は 61.4％で、その内容を図 2 に示す。 
②基礎体温に関する知識と行動 
基礎体温について「知っている」と回答し

た女性は、58.2％であった。その内、現在測
定中の女性は 4.5％、測定経験がある女性は
71.9％であった。 
③月経に関する知識と行動 
月経に関する知識は、5.8±2.25点（10 項

目、10 点満点）で、図 3 に各項目の正答率を
示す。月経を記録している女性は 45.1 ％、
月経について気になることがある女性は
79.7％であった。月経を記録している女性の
方が、月経について気になることがあると回
答した女性が多かった（p<0.05）。 

 
 

 
図 3 月経に関する知識（正答率） n=153 

 
④性感染症に関する知識と行動 
 性感染症疾患 12 疾患中、エイズ・淋病・
梅毒以外の 9 疾患についての認知は 40％未
満であった（表 1）。性感染症に関する知識
得点（25 項目 25 点満点）は、平均 10.4±4.81
点であった。性行為体験の有無と性感染症に
関する知識得点との関連はなかった。 
 
表1 性感染症疾患に関する認知(％)  n=153  

 
⑤産婦人科受診行動 
産婦人科受診について、来日前に受診経験

があった女性は 29.4％、来日後に受診を経験
女性は 9.8％であった。全く産婦人科受診の
経験のない女性は、58.8％存在した。 
⑥生活の質の実感（WHOQOL26 得点） 

WHOQOL26 得点は平均 3.3±0.3であった。  
各領域の平均点は、身体的領域 3.3±0.4、  
心理的領域 3.4±0.5、社会的関係 3.3±0.4、  
環境領域 3.3±0.4であった（範囲 1－5 点）。   



QOL 得点は、年齢、在日期間と相関はな
かった。日本語の不自由さの有無で QOL 得
点に有意な差はなかった。 
月経に関する知識と QOL 得点に相関はな

かった。月経の記録行動の有無や月経につい
て気になることの有無によって、QOL 得点
に有意差はなかった。性感染症に関する知識
と QOL 得点に相関はなかった。 
 
表 2 QOL26 との関連  Pearson の相関係数 

 
(2) 在日中国人女性留学生のための婦人科受
診行動支援プログラム 
①プログラムの目的 
 プログラムの目的は、中国人女性留学生が、
自身の性の健康維持・増進のために、女性の
身体の特徴について正しい知識を持ち、日本
における婦人科受診方法について理解する
ことである。 
具体的には以下の目標を設定した。  

１）女性の身体の特徴について正しく知る。 
２）診療科「婦人科」の特徴を知る。 
３）婦人科に受診した方がよい症状等につい

て理解する。 
４）婦人科受診方法について理解する。 
②プログラムの構成と内容 
プログラムは 30 分を１セッションとし、

その構成は、視聴覚教材（DVD）約 10 分と
リーフレットを用いた説明・質疑応答約 20
分からなる。視聴覚教材（DVD）とリーフレ
ットを中国人女性留学生が自己学習するこ
とによって、プログラムの目標が達せられる
ように制作した。 
③制作教材とその特徴 
視聴覚教材（DVD）は筆者らが制作したも

ので、その内容は、本研究対象の中国人女性
留学生が、日本の婦人科の特徴、受診した方
がよい症状、診察・検査の方法、受診時の準
備について学習するというものである。言語
は、音声・字幕とも中国語を使用し、留学生
が理解しやすく、馴染みやすいようにした
（写真 1,2）。 
リーフレットも筆者らが制作した。フレッ

トは、A4 版両面印刷を 3 つ折りにしたもの
で、女性の身体の特徴、婦人科受診時の準備、
受診時に役立つよう主訴等のメモ欄を記載
した。また性感染症自覚症状チェック表を盛
り込んだ。リーフレットは、留学生の日本語
力の向上や日本での受診時に医療スタッフ
が対応できるよう同内容・同配置の中国語版
と日本語版を制作した（写真 3）。 
視聴覚教材（DVD）とリーフレットの紙媒

体で相乗効果を図ることを特徴とした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  写真 1 DVD ジャケット（表面） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2 DVD ジャケット（裏面） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3 リーフレット 日本語版と中国語版 
 
(4)教育機関等の制作教材の提供 
中国人留学生が在籍する教育機関・関係施

設など約180か所に制作した教材視聴覚教材
（DVD）とリーフレットを送付した。 
 
(5)在日中国人女性留学生のための婦人科受
診行動支援プログラムの有効性 
近畿地区に所在する大学・日本語学校に在

籍し、プログラムを受講した中国人女性学生
で、研究協力の同意が得られた 12 名にフォ
ーカスグループ・インタビューを実施した。
インタビュー時間は 30～60 分であった。 
①対象の属性 
平均年齢は 19.6±3.2歳で、来日期間は 6 か月
未満であった。全員がこれまでに結婚、出産
経験がなく、中国で婦人科を受診した経験の
ある女性は 2 名であった。11 名は日本語に関
して不自由を感じていると回答した。 



②プログラムの有効性 
12 名全員が、DVD の視聴とリーフレット

の説明を通して、「婦人科の特徴」「受診前の
準備」「診察の流れ」「検査」「費用」「女性の
身体の特徴」「月経周期」「性感染症の症状」
について理解できた。また受講することで、
安心して受診できる「心の準備ができた」と
回答した。 
③教材への要望 
専門用語一覧表や受診時の日本語の例文

の表記や「月経期の生活の工夫」「性感染症
の予防」についての情報記載の要望があった。 
 
(6)研究成果のまとめ 
 本研究は、在日中国人女性留学生の性の健
康維持・増進をもたらす看護支援方法を開発
することであった。在日中国人女性留学生の
実態調査等に基づいて作成した「在日中国人
女性留学生のための婦人科受診行動支援プ
ログラム」は、具体的目標 1)女性の身体の特
徴について正しく知る、2)診療科「婦人科」
の特徴を知る、3) 婦人科に受診した方がよい
症状等について理解する、4)婦人科受診方法
について理解する、を達成できる有効なプロ
グラムである。 
本研究で制作した教材、視聴覚教材（DVD）

とリーフレットともに、各々単独で使用する
ことができるため、今後も広く普及活動を行
っていく。また、対象者の要望を反映させて、
教材の情報提供内容のシリーズ化を図るこ
とも必要である。 
本研究は研究開始年の 2014（平成 24）年

7 月以降に過激化した尖閣諸島問題によって
日中間の情勢が悪化したため、研究の第一段
階の在日中国人女性留学生の性の健康につ
いての知識・意識・価値観・保健行動・要望
の実態把握調査が研究計画より１年遅れた。
その影響によって１年間の研究期間延長を
申請し、承認を得て研究を終えることができ
た。その一方で、2015 年以降、中国人旅行
者が急増し、交通や観光案内の中国語表記は
進んでいるが、旅行者への健康対応は十分と
は言えず、本研究成果を活用することも今後
の課題と考える。 
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